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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・業務分担表にクリスマス会のチェック表を挟んでいます。

来週Dr問診に付いたスタッフは確認していきましょう。

＜注目患者様評価・検討＞

・石切　久様～夕食時本人様より落ち着かないとの訴えがある為、精神症状の観察

と共に夕食時の様子観察も行っていきましょう。

・大橋　照子様～本日は表情硬くし排便が出ていないとの訴えが本人様よりあります。

スタッフの説明に対して口調強める事ありますが、妄想発言はありません。またSSTを拒否されており、個別で実施しています。今後も精神症状の観察と共に、日中の活動状況の確認を行っていきましょう。

＜患者様ミーティング＞

· 水中毒では、これまでのミーティングの振り返りを実施しています。全体的に「水の飲みすぎは良くない」と話されていますが、気をつけている方は少なく、再度多飲水の危険性について説明しています。

・服薬では、これまでのミーティングの振り返りを実施しています。服薬の自己管理の必要性について、各自理解されています。

・来月からは新しいグループで、ミーティングを実施予定となっています。

＜病棟事業進捗状況　個別治療ケア＞

パスは今後情報の見直しを実施予定、デーダーベースは現在作成中です。

日常生活支援

半澤Cw

○日常生活支援とは…

　疾病の影響と受け日常生活に支障をきたしている患者様、また退院後や入院生活を継続していくにあたり、日常生活が問題なく他者に迷惑のかからないように自立した生活が過ごせるよう、様々な場面・内容に対し集団・または個別に援助していく。

※支援していくにあたり

介護福祉の分野において、対象者のＡＤＬ（日常生活動作）の自立に向けた支援などを指して用いられることが多いが、身体的な自立に限らず精神面での自立を支援することや、対象者の主体性や意向を尊重することも自立支援に含まれる。2001年にＷＨＯが従来のICIDH（国際障害分類）からICF（国際生活機能分類）に発展させたことにより、自立支援についての考え方が変わった。以前は被援助者の障害を克服することを自立支援とした。以後は以前に加え被援助者の持っている力にも注目して支援することを自立支援と言う。特に、被援助者自身が実現しようとする暮らしの様を目標像として自ら主体的に取り組むめるようサポートする立場が自立支援を行う者に期待されている。（ケアマネジメントなど）
＜観察・ケアのポイント＞　※具体例として

・挨拶や言葉使いは出来ているか

・トイレの使用方法について

・作法がかなった食事が出来ているか

・生活場面や季節にあった清潔な衣類を身につけているか

・喫煙マナー・火の後始末について守れているか

・定期的に洗濯が行えているか

・作法にかなった入浴方法か　　　　　　　　　などなど。

それを踏まえて

・行動の振り返りなどの介入

・ケアプランの立案・実施・アセスメントをしていく

例題）起床時、季節に合った服装へ着替えることはできるが、洗顔せず、髭を剃る事もない。

　援助として･･･

　　・洗顔や髭剃りと行う必要性について説明

　　　なんのために行うのか本人にわかりやすく具体的に伝える

　　　（鏡をみてもらい、涎の跡を指摘する。　など）

　　・上手く出来ない場合は、介入してやり方を指導していく。

　　・本人が水で洗いたくないと話したら？

　　　濡れタオルで拭いてもらい、爽快感を味わってもらうなどの対応する。
